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１． 研究目的 
 
本研究では，「過去 25 年間に体制転換に伴う大

きな変化を経験した旧ソビエト諸国の教育改革と

教員養成・研修との関連に焦点を当て，両者の間

隙をいかに埋めれば効果的な教育改革となり得る

か，という論点を中心に考察する」ことを目的と

して掲げ，具体的手順として「１．1980 年代後半

からの教育改革動向を教師教育に焦点をあてて分

析．２．近年の学力観変容に対応した教員養成・

研修の制度改革の実態を解明．３．多様なアクタ

ーによる教員養成・研修プログラム開発と実践の

事例研究．４．改革の担い手が直面してきた諸問

題とその解決策」を提示した． 
 
２． 研究内容及び成果 
 
今年度は，特に上記項目のうち１，２，３を中

心に作業を進める研究計画に基づき，学外の研究

者グループ（ロシア人研究者を含む）との緊密な

連携により，おおむね順調な成果を得た．ロシア

での現地調査の時期については，ロシアアカデミ

ーなどとの関連で，2016 年 2 月 24 日（水）～29
日（月）に今回はモスクワの現地の調査協力を受

けながら以下の機関で実態調査を進め，キーパー

スンからの聞き取り調査と文献・資料の収集・分

析を行い，さらに諸教育機関においては，「補充

教育」関連の授業観察を行い所期の成果を上げる

ことができた． 
＜主要訪問先＞ ①ロシア連邦教育・科学省子

ども・青少年訓育分野国家政策局，②モスクワ市

教育長社会化・補充教育局，③創造センター「テ

フノラーマ」，④モスクワ補充教育学講座，⑤ロシ

ア国立ヴィゴツキー記念心理インスティトゥート，

⑥ロシア国立社会大学，他． 
特に⑤のインスティトゥートでは，申請者のヴ

ィゴツキー等の翻訳書を贈呈して同記念館の所蔵

とすることができ，大きな成果を得た． 
 
20 世紀末から 21 世紀初頭にかけて，多民族国

家ロシア連邦においては，旧ソ連邦解体後の急速

な市場経済体制化にともなう科学技術革新，なら

びに経済体制の国際化に対応した教育改革が重要

課題となり，各共和国では，EU の動向をはじめと

するグローバリズムを射程に収めた新たな教育改

革への取り組みが進行した． 
新体制後，教育の分野で最も大きな変化がみら

れるのが，カウンセリングや就職支援活動の法的

部門（96 年労働省令，98 年連邦政府命令 等）の

整備と実質化への取り組みである．雇用センター，

キャリア情報・指導・相談センター等の教育の充

実が図られ，同時に「学校心理士」が重要な役割

をになうようになったために，多くの複合的な支

援センターが設置されるようになり，一定の成果

を上げている．心理士や社会教育士の配置を必要

とする教育機関も増加し，その必要性が高まって

きたところから，機関長の決定があれば配置可能

とするなどの処置を講じた．これに対し「ソーシ

ャルワーカー」は社会発展省の管轄下で，居住地

域における住民を対象にしたサービスを提供する

ものであり，さらに，企業や民間会社などで，年

金や福祉に関する社会問題を解決するための「ソ

ーシャルワーク専門士」が新設された． 
これらの導入の背景としては，1990 年代からの

社会経済状況の激変，教育制度の改革に伴う学生

や労働者のアイデンティティ・クライシスがあげ
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られる．それまで青少年の「社会化」に欠かせな

い主要な学校外システムであった，ピオニールや

コムソモールといった青少年組織が解体したこと

も，青少年を取り巻く社会環境の変化に多大な影

響を及ぼした．つまり，彼らの社会的活動を組織

する媒体システムが消滅し，新たな教育システム

の枠内で対応することを余儀なくされた結果とい

うことができる．2004 年のカリキュラム改訂では，

第 9 学年のテクノロジー（労働）の時間を「分野

別準備教育」とすることによって，キャリア教育

（職業指導）を集中的に行うカリキュラムが組ま

れた．「分野別準備教育」は，生徒の関心・個性・

能力等に応じたさまざまな実践的活動を通じて，

キャリア選択へのオリエンテーションを行うこと，

さらに職業に対する具体的で柔軟かつ確固とした

価値観の育成，ならびに彼らに対する教育学的・

心理学的支援を課題としている．その後，上級学

年の第 10・11 学年では，さらに「分野別教育」

が行われるとともに，生徒自身が自らの適性や能

力に応じた専門的方向を見定め，責任ある選択の

できる「社会的・職業的自己決定能力」をそなえ

ることが要求されることになった． 
こうした動向において，新たな課題として浮上

してきたのが「補充教育」である．かつて重要な 
人格形成の機能を担ってきたピオニール等の解体

とともに，必須の教育システムとして浮上してき

たのが多様な「補充教育（機関）」であった． 
今回の訪問学術機関の重点を補充機関に絞った

意図は，その点にある． 
今回の調査では以下の点が明らかとなった． 
補充教育にとって考慮すべき「平等な可能性の

学校」（公正性）の理論的モデルの成果の指標とし

ては，１．すべての学齢期の子どもを教育に参加

させ，定員を保つこと，２．専門教育のコースの

選択の可能性，３．社会文化的環境のもとで首尾

良い社会化を図ること，４．教育過程の参加者間

における相互の信頼と尊敬，などが重要である． 
また，また成果（効率性）の主要因としては，

１．教育条件（さまざまな教育的支援の必要な子

どもに対する個人的配慮の組織化，心理学的，医

学・社会的保護の組織化，子どもの安全の保障等），

２．教育的諸コースの選択の可能性（多様な教育

的プログラム，補助教育のプログラム，家庭教育

のサポート，社会的プロジェクトの実現），３．教

育の質の教育学的保障（ベテラン教員の効率的利

用，機能的リテラシー，社会的能力の形成のプロ

グラム，教材の教育学的複合，生徒の「レベルの」

成績証明，４．補助的財源の確保と利用，といっ

たものが不可欠である． 
さらに，近年のロシアにおける「教育スタンダ

ード」改革にヴィゴツキー，レオンチェフ等の心

理学理論が多大な影響を与えており，＜異年齢集

団での協同＞＜文化的・歴史的＞原理が重視され

ていることが明らかとなった．彼らの理論につい

て申請者はこれまで翻訳書，研究論文等を発表し

ており，とりわけ「ロシア国立ヴィゴツキー記念

心理インスティトゥート」での学術交流は実り多

いものであり，今後も同インスティトゥートの研

究者と連携しつつ，論点の深化を図っていきたい． 
 
３． まとめと今後の課題 
 
 「民主化」には「民主化にとっての教育」と「教

育の民主化」の 2 つの意味がある．前者は知識の

翻訳，習熟形成，民主的な生活の経験の形成など

を含み，後者には教育的可能性の平等，自由な教

育理念の発見的可能性の利用，管理や教育の民主

的な方法の利用などが含まれる． 
これを教育施設や地域レベルで実現するには，

生徒の 3 つの権利が保障されなくてはならない．

第１ は，教育の分野における生徒の権利の保障シ

ステムの組織化，第２ は，教育の過程にかかわっ

ている者の法律的教養の向上と民主的価値観の形

成，そして第３ は，教育の分野における子どもの

権利の遵守に関する情報の周知である． 
 今後は，これらのサブカテゴリーについてさら

に分析を進め，生徒に対する教師の意識の変化，

ならびに教師自身のメタ認知の変化（教職と自身

とのかかわり方の言説分析）等を具体的に検討し

ていく予定である． 
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